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現場ニーズと技術シーズのマッチング
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国土交通省関東地方整備局
企画部建設情報・施工高度化技術調整官

岩﨑辰志

土木学会建設マネジメント委員会
2022年度公共調達シンポジウム

i-Construction推進コンソーシアム

i-Construction推進コンソーシアム

技術開発・導入ＷＧ

最新技術の現場導入のための新
技術発掘や企業間連携の促進方
策を検討

３次元データ流通・利活用ＷＧ 海外標準ＷＧ

3次元データを収集し、広く官民で活用する
ため、オープンデータ化に向けた利活用
ルールやデータシステム構築に向けた検討
等を実施

i-Constructionの海外展開に向け
た国際標準化等に関する検討を実
施

国土交通省 ： 事務局、助成、基準・制度づくり、企業間連携の場の提供など

コンソーシアムの会員は民間企業、有識者、行政機関などを広く一般から公募
産学官協働で各ワーキングを運営（※国土交通省（事務局）が運営を支援）

業団
体

設計
学会
大学

行政 施工 IoT 金融AIロボット
調査
測量

維持
更新

国・自治体・有識者 建設関連企業 建設分野以外の関連企業

一般公募（会員）※

支援

企画委員会（準備会を改称：全体マネジメントを実施）

1,258者参加（3月14日時点）

目的

「i-Construction」を推進するため、様々な分野の産学官が連携して、IoT・人工知能（AI）などの革新的な技
術の現場導入や3次元データの活用などを進めることで、生産性が高く魅力的な新しい建設現場を創出

2017.1.30
設立総会
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i-Construction推進コンソーシアム技術開発・導入WG〔マッチング〕
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○マッチングの概要
現場ニーズ：建設現場でこんなことをやりたいです！
技術シーズ：これを解決する技術があります！

現場試行
現場を提供 現場で試行的に使用し、実証

主に開発会社主に職員

ニーズ

提案者
シーズ

提案者こんなことを
やりたい！

解決する技術
あります！

現場ニーズ 技術シーズ

マッチング

成立

メリット

・現場で必要な技術が見つかる。

・現場で抱える問題点を解決できる

・現場で試験が可能

・今後の技術開発の参考となる

現場ニーズと技術シーズのマッチングの概要
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《第１回マッチング》
平成29年 4月25日 ニーズ説明会 ・国、県等及び施工会社等がニーズの説明を実施〔２９件〕
平成29年 5月29日 マッチングイベント ・ニーズに対するシーズの説明を実施〔１３件〕

平成29年10月25日 マッチング決定会議 ・ニーズとシーズのマッチング決定〔５件〕

《第２回マッチング》
平成30年 1月15日 シーズ説明会 ・マッチングに向けたシーズの説明〔２０件〕
平成30年 5月16日 マッチング決定会議 ・ニーズとシーズのマッチング決定〔１１件〕

国土交通本省実施

《第１回マッチング(関東)》
平成30年10月 ニーズの募集 ・国、都県等よりニーズを募集
平成30年11月 1日～21日シーズの公募 ・関東地整ＨＰにて「記者発表」
平成30年12月 7日 マッチングイベント ・シーズ内容の説明(関東地整にて開催) 〔３１件〕
平成31年 2月～ 現場試行 ・ニーズとシーズのマッチング決定〔１６件〕
令和元年11月 R2.3 R3.7現場試行結果の公表 ・現場試行結果の公表〔２件〕〔３件〕〔５件〕

《第２回マッチング(関東)》
平成31年 4月24日～ シーズの公募 ・関東地整ＨＰにて「記者発表」
令和元年 7月 9日 マッチングイベント ・シーズ内容の説明(関東地整にて開催) 〔８件〕
令和元年11月～ 現場試行 ・ニーズとシーズのマッチング決定〔４件〕
令和３年 7月 現場試行結果の公表 ・現場試行結果の公表〔２件〕

《第３回マッチング(関東)》（経産省、中小企業基盤整備機構）
令和元年 9月～10月 ニーズの募集 ・国、都県等よりニーズを募集
令和元年11月～12月 シーズの公募 ・関東地整ＨＰ、OIMSサイトにて「記者発表」
令和２年 6月～ 7月 マッチングイベント ・Web会議方式で実施 〔１２０件〕
令和２年10月～ 現場試行 ・ニーズとシーズのマッチング決定〔３２件〕
令和３年 7月 現場試行結果の公表 ・現場試行結果の公表〔２件〕

《第４回マッチング(関東)》（経産省、中小企業基盤整備機構）
令和２年10月 ニーズの募集 ・国よりニーズを募集
令和２年12月 シーズの公募 ・関東地整ＨＰ、OIMSサイトにて
令和３年 2月 マッチングイベント ・Web会議方式で実施 〔１４件〕
令和３年 3月 マッチング成立 ・ニーズとシーズのマッチング決定〔１１件〕

《第５回マッチング(関東)》（経産省、中小企業基盤整備機構）
令和３年 8月 ニーズの募集 ・国よりニーズを募集
令和３年12月 シーズの公募 ・関東地整ＨＰ,OIMSサイトにて公募
令和４年 2月 マッチングイベント ・Web会議方式で実施 〔２７件〕
令和４年 3月 マッチング成立 ・ニーズとシーズのマッチング決定〔２２件〕

注）関東地整の実施例であり、実施内容及び時期等は各地整等で異なります

関東地方整備局実施 Ｈ３０年度から実施主体が地整等へ移行
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ニーズとシーズのマッチング〔技術開発・導入WG〕
○平成30年度にニーズ・シーズのマッチングをさらに加速させるため、実施要領を暫定的に策定。
○各地方の大学や地元の企業等の有望な技術を発掘できるよう、各地方整備局等が主体となってマッチ
ングを実施。
○各地方整備局における実態を反映し、R3年度に実施要領を全面改定、公表。

新技術のニーズ・シーズのマッチング実施要領の策定について

１．対象技術
開発段階にあり、実用化されていない技術を対象とする。

ニーズ及びシーズの公募
２．実施方法

マッチングの調整・決定
マッチングイベント（ニーズ・シーズ双方の概要説明、条件確認等）を開催し、マッチングを決定する。

現場試行準備
現場試行前に試行要領を定めた計画書を作成し、比較対象となる従来技術や現場試行の条件、求める
技術水準、評価項目等を定めた試行調査表を双方で協議の上設定し、現場試行の準備を行う。

現場試行・評価
ニーズ・シーズ双方現場立ち会いの下、現場試行を実施、試行調査表に基づき評価を実施。

３．結果の検証・報告
現場試行を行った新技術については、調査結果を公表するとともに、調査結果に応じて、①NETISへの登録、
②テーマ設定型のテーマへの選定、フィールド提供型による現場実証、③技術の改良についての助言等技術開
発のさらなる促進や実装に向けて支援を実施。
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ニーズを関東地方整備局内の事務所から募集し、集計したニーズを公表、技術シーズの公募を行う。

ニーズの募集

マッチングイベント

マッチングの調整・決定

現場試行

試行結果の公表

■直轄の事務（管理）所等へニーズを募集

■ニーズ提案者とシーズ提案者による
プレゼンテーション

■ニーズ提案者とシーズ提案者の双方
で、現場条件等を調整し、マッチング
の可否を決定

NETIS登録 改良点について助言

シーズの公募

■マッチングが成立した技術について、
順次、現場試行を行う

■現場試行の結果について、検証し、
結果をHPにて公表

従来技術と同等以上 改良が必要

発注工事による新技術の活用

■商品化した技術はNETISに登録
（技術開発者の希望による）
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■ニーズを取りまとめ、技術シーズを公募
応募のあった技術シーズについてはニーズ
側でマッチングの可能性検討

マッチングのフロー 組織関連携によるマッチングの取組拡大
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関東経済産業局

関東地方整備局
中小企業基盤整備機構

関東本部

マッチングWEBサイト
「OIMS」の共同運営

防災・災害対応、復興分野
をはじめ、幅広い分野の開発

ニーズを保有

■OIMSでマッチングを図り、防災、災害対応、復興分野等に、中堅・中小企
業が有する革新技術の現場実証の機会を提供

■関東整備局が有する現場の開発ニーズをタイムリーかつ継続的に発信し、
中堅・ 中小企業のインフラ分野等への参入機会を提供

■専門家等と協力し、技術提案や知財等に関する助言、適切な支援施策の
紹介など中堅・中小企業の取り組みを一体的にサポート

中堅・中小企業との
ネットワーク

全国の経産局、自治体、
産業支援機関、金融機関、
大学等とのネットワーク

技術実証が可能な各事務
所とのネットワーク

企業の「稼ぐ力」向上に向けて連携

革新技術を現場実装していく
に当たっての専門的知見

・関東地方整備局では、平成３０年１０月より、新技術の官民マッチングを実施。

・令和元年１２月より、オープンイノベーションを通じ、従来の枠組みを超えた組織間連携を創出し、防災・災害

対応、復興分野をはじめ幅広い分野において、中堅・中小企業が有する革新的な技術（AI、IoT、ロボット等）
の現場実装を図る取組を促進するため、関東地方整備局、関東経済産業局、中小機構で連携。

OIMS：オープンイノベーション・マッチングスクエア
関東地方経済局と中小機構が運営する民・民を中心としたマッチングサイト

現場ニーズと技術シーズのマッチング

OIMS
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経産局へマッチング結果を連絡

マッチングイベント（OIMSと共同）

マッチングの進め方〔OIMSとの連携〕
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ニーズ募集

■関東経産局とマッチングのスケジュール
公募開始時期、公募期間、マッチング
イベント時期等を調整

■OIMSに掲載する技術テーマカテゴリー
を（１～２テーマ） 選定、経産局と協議・
決定

■ニーズを集計、経産局及び中小企業基盤
整備機構へ送付、OIMS掲載ニーズを調整

■中小機構基盤整備機構がOIMSにマッチング
を掲載

■関東経産局、中小企業基盤整備機構と
共同でマッチングイベント開催

現場試行以降は通常のマッチングと同じ

■マッチングが成立した技術を関東経産局及び
中小企業基盤整備機構へ送付
マッチング結果通知は関東地整が発出

経産局とスケジュール調整

マッチングの調整・決定

OIMS掲載ニーズ経産局へ送付

OIMSよりシーズ応募結果報告

改良点について助言

OIMS掲載、シーズ募集

OIMS掲載カテゴリー協議

マッチングの可能性の検討

■中小機構基盤整備機構より応募のあった
技術シーズの情報を受取

■応募のあった技術シーズについてニーズ側で
マッチングの可能性を検討

※関東経産局、中小企業基盤整備機構とは文書での取り交わしは行わず、
メールにて資料、データのやりとりを行うものとする。

関東地方整備局
現場ニーズと技術シーズのマッチング 取り組み状況
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102 31 31 16

90 8 8 ４

133

• 令和元年第2回マッチングからの関東地方整備局、関東経済産業局、中小機構で連携により、技術シー
ズを公募したところ応募数が飛躍的に増大。

• OIMS経由の応募は全数が建設業以外の業種からの応募。
• ただし、現場ニーズの情報不足により、応募されたシーズのうち、２／３が断片的な提案等で、不採用。
• 令和2年度以降、現場ニーズの情報量を増やし、応募技術の精度向上を図り、マッチング率向上。

331
関 東 ： 46
OIMS：285

120
関 東 ：19企業 46技術
OIMS：50企業 74技術

関 東 ：13企業 18技術
OIMS：12企業 14技術

32

73 37
関 東 ：4企業 4技術
OIMS：8企業 10技術

14
関 東 ： 8
OIMS： 29

11

12

４

OIMS：オープンイノベーション・マッチングスクエア
関東地方経済局と中小機構が運営する民・民を中心としたマッチングサイト

関 東 ：4企業 4技術
OIMS：6企業 ７技術
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71 33
関 東 ： 18
OIMS： 15

関 東 ：13企業 15技術
OIMS：12企業 12技術

27 22
関 東 ：11企業 12技術
OIMS：10企業 10技術

関東地方整備局
現場ニーズと技術シーズのマッチング 取り組み状況
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マッチング技術一覧（関東地方整備局）　状況確認 85 件 R4.4.1

所属 技術名 会社名

1
アオコ発生状況のモニタリングシステム(UAV＋撮影画像＋
地図情報＋概算面積算出自動システム）

荒川上流河川事務所 関東地整 評価完了 H30
アオコ発生状況のモニタリングシステム（UAV画像及び水質モ
ニタリングによるダム貯水池等AI環境監視システム）

(株)パスコ

2
地質調査や埋設物等の調査の簡素化（地表面での探査によ
り土質や埋設物を確認）

渡良瀬川河川事務所 関東地整 評価完了 H30

3
ボーリング結果を弾性波等の技術を用いて地層も正確に把
握できる技術

長野国道事務所 関東地整 評価完了 H30

4
仮設歩道の安全対策として、人に優しい誘導や解りやすい
安全の注意喚起ができる装置

千葉国道事務所 関東地整 評価完了 H30
LED描画ランプを使用した解りやすい歩行者誘導装置
（路面へ矢印（→)を描画して歩行者を誘導）

株式会社小糸製作所

5 地下埋設物等を反映した3Dモデルの道路管理システム 宇都宮国道事務所 関東地整 試行中止 H30
地下埋設物等を反映した3Dモデルの道路管理システム（道路3
次元道路管理システム（PADMS))

株式会社パスコ

6 CCTV画像により落下物等を検知できる技術 高崎河川国道事務所 関東地整 試行中止 H30
普及型エッジAIカメラ「MRM-900」
（定点監視カメラによるAI画像解析技術）

エコモット株式会社

7 交通量調査、旅行速度調査を画像等による解析システム 高崎河川国道事務所 関東地整 試行中止 H30
普及型エッジAIカメラ「MRM-900」
（定点監視カメラによるAI画像解析技術）

エコモット株式会社

8 CCTV画像により落下物等を検知できる技術 高崎河川国道事務所 関東地整 試行中止 H30
監視カメラとAI解析 によるダンポー ル（落下物等）を検知
できる技術

パナソニックシステムソリュー
ションズジャパン株式会社

9
不特定多数の一般来客がある広報施設での不審者検知・通
報

荒川下流河川事務所 関東地整 評価完了 H30 来訪者検知システム 三菱電機(株)

10 交通量調査、旅行速度調査を画像等による解析システム 高崎河川国道事務所 関東地整 評価完了 H30
監視カメラとAl解析 による車、バイク、自転車、歩行者の交
通調査システム

パナソニックシステムソリュー
ションズジャパン株式会社

11 特車の取り締まりが任意の場所で実施可能な簡易センサー 高崎河川国道事務所 関東地整 評価完了 H30 光変位センシングによる走行車両の重量等の計測技術 太陽誘電(株)

12
パトロール車に搭載できる安価なMMS 取得装置及び取得
データの管理システム

高崎河川国道事務所 関東地整 評価完了 H30
パトロール車に搭載できるMMS取得装置及び管理システム
（着脱型のMMS (G220)による河川巡視システム）

株式会社パスコ

13
ＴＳ及び巻き尺等の出来形確認ではなく、ＡＲなどにより
施工の出来形管理を簡便に行いたい

高崎河川国道事務所 関東地整 評価完了 H30 3Dレーザスキャナー体型カメラによる出来形管理 三菱電機(株)

14
既存CCTV映像の解析からスタック車両の検知及び各種セン
サー併用による路面状況予測

高崎河川国道事務所 関東地整 評価整理 H30 既存CCTV映像の解析 による停止車両検知 三菱電機株式会社

15
点検時の計測データを機械設備維持管理システムとして自
動登録できるシステム

関東技術事務所 関東地整 評価完了 H30 点検サポートサ－ビス 三菱電機(株)

16
ダム湖内における水面下堆砂状況等把握技術（UAV+レー
ザー計測+マルチビーム音響測深）

鬼怒川ダム統合管理
事務所

関東地整 評価整理 H30 魚群探知機を用いたダム貯水池3Dマッピング 中央開発株式会社

17
LP（レーザプロファイラ）調査によるフィリタリング作業
による効率化

関東技術事務所 関東地整 試行継続 R1①
深層学習と赤色立体地図を用いた航空レーザデータのフィル
タリング技術

アジア航測（株）

18
LP（レーザプロファイラ）調査によるフィリタリング作業
による効率化

関東技術事務所 関東地整 評価完了 R1① LPフィルタリング支援システム (株)パスコ

19 ダムに堆積した土砂の省スペースで簡易な脱水施設 二瀬ダム管理所 関東地整 試行中 R1① M.A.P(Mixing Air Pump)技術とスパイラル脱水装置 日本農林資源開発（株）

20
急流で土砂移動の大きい富士川において、高精度かつ継続
的に洪水中の河床高の変動を計測する技術

甲府河川国道事務所 関東地整 評価完了 R1①
水位と堆砂量を計測するセンサー（量水板型水位・堆砂量
計）

(株)拓和

状況現場ニーズ

株式会社パスコ
地質調査や埋設物等の調査の簡素化
（地中レーダ探査装置を用いた浅層地下構造の把握）

ニーズ提供者

No.
マッチング

機関
ﾏｯﾁﾝｸﾞ
年度

技術シーズ

関東地方整備局
現場ニーズと技術シーズのマッチング 取り組み状況

12

マッチング技術一覧（関東地方整備局）　状況確認 85 件 R4.4.1

所属 技術名 会社名

21
堤防上をセンサーやカメラなどにより、状態（変状の有無
等）をより効率的に観測・点検したい

利根川上流河川事務
所

関東地整 試行中止 R1② 河川堤防のモニタリングシステム（CalSok） 朝日航洋株式会社

22 カメラ等の映像により、アオコの発生状況を把握したい 霞ヶ浦河川事務所 関東地整 評価完了 R1② RGB情報を用いた画像解析ALge (アルジー) 八千代エンジニヤリング(株)

23 荒川上流ダム群からの用水補給量の試算をする技術 荒川上流河川事務所 関東地整 試行継続 R1② 流出モデルと過去の実績データを活用した流量予測技術 三菱電機株式会社

24 GNSS等を用いた洪水流の観測システム 荒川上流河川事務所 関東地整 試行継続 R1② GPS浮子を利用した流量観測 明星電気株式会社

25
画像＋センサー等による冠水、冠雪検知および検知情報の
迅速かつ効率的な情報提供

大宮国道事務所 関東地整 計画書作成 R1② 赤外線センサーによる冠水・冠雪・凍結認識技術 クリステラ株式会社

26 トンネル点検の省力化・自動化技術 千葉国道事務所 関東地整 評価整理 R1② トンネル全断面点検・診断システム 東急建設株式会社

27 夜間の流量観測精度の向上 常陸河川国道事務所 関東地整 試行中止 R1② 赤外線センサー、CMOSカメラ クリステラ株式会社

28 トンネル内のパトロールを補完するシステム 甲府河川国道事務所 関東地整 計画書作成 R1②
赤外線センサーによるトンネル内自動パトロールシステムの
構築

クリステラ株式会社

29 CCTVカメラを外出先でリアルタイムで確認したい 甲府河川国道事務所 関東地整 計画書作成 R1②
CCTV映像変換・配信装置
[CCTV映像ｽﾄﾘｰﾐﾝｸﾞ配信･ｼｮｰﾄﾑｰﾋﾞｰ閲覧機能]

三菱電機プラントエンジニアリ
ング株式会社

30 機械設備点検作業の安全と効率を向上できる技術 関東技術事務所 関東地整 計画書作成 R1② ARを活用した設備保全ソリューション コネクシオ株式会社

31 機械設備点検作業の安全と効率を向上できる技術 関東技術事務所 関東地整 評価整理 R1② AR(拡張現実)を使用した点検作業ナビゲーション技術
株式会社日立インダストリアル
プロダクツ

32 機械設備の状態監視データを迅速かつ正確に取得する技術 関東技術事務所 関東地整 計画書作成 R1② 点検業務支援システム[アナログメータ自動読み取り]
三菱電機プラントエンジニアリ
ング株式会社

33
タブレットを導入した機械設備点検作業をさらに省力化す
る技術

関東技術事務所 関東地整 計画書作成 R1②
GBRAIN
-スマートデバイス水門点検サポートシステム-

株式会社IHIインフラ建設

34
タブレットを導入した機械設備点検作業をさらに省力化す
る技術

関東技術事務所 関東地整 計画書作成 R1② 三菱電機点検サポートサービス(InsBuddy） 三菱電機株式会社

35
地下埋設物の位置や形状を三次元データとして作成・収集
する技術

道路部、国総研 関東地整 計画書作成 R1② 現地条件に応じた複合計測技術による3D計測システム 株式会社パスコ

36 現場臨場確認結果をタブレットに記載したい 山梨県 関東地整 評価完了 R1② 建物構造物診断システム (株)イクシス

37
地質状況をボーリング調査と同等の精度で面的に把握した
い

山梨県 関東地整 評価整理 R1② 省力型3次元電気探査
株式会社ダイエーコンサルタン
ツ

38 舗装補修実績の情報収集・統合管理システム化 山梨県 関東地整 試行中 R1②
低価格に向かう赤外線センサーの能力を活したカメラシステ
ム

クリステラ株式会社

39 堤防法面等変状観測技術
利根川上流河川事務
所

関東地整 試行中止 R1②
出水期前堤防点検における点検精度向上
〔ドローン画像を用いた深層学習による点検自動化〕

エッジテクノロジー株式会社

40 堤防法面等変状観測技術
利根川上流河川事務
所

OIMS 試行中 R1② 河川堤防変状モニタリングシステム 株式会社woodinfo

状況現場ニーズ

ニーズ提供者

No.
マッチング

機関
ﾏｯﾁﾝｸﾞ
年度

技術シーズ
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マッチング技術一覧（関東地方整備局）　状況確認 85 件 R4.4.1

所属 技術名 会社名

41
全球測位衛星システム等を用いた洪水流観測システムの開
発

荒川上流河川事務所 OIMS 計画書作成 R1② 3次元モーションセンサーを用いた洪水流観測システムの開発 臼田総合研究所株式会社

42 暴風雨・夜間時のダム放流警報伝達技術
利根川ダム統合管理
事務所

OIMS 評価整理 R1② 作業者みまもりサービス アイフォーコム株式会社

43 冠水等の情報検知技術 大宮国道事務所 OIMS 計画書作成 R1② 自己発電型液体検知センサ ユーアイ精機株式会社

44 冠水等の情報検知技術 大宮国道事務所 OIMS 計画書作成 R1② 各種防災IoTシステム 株式会社タブレイン

45 災害発生直後の車両通行可否判断システム 大宮国道事務所 OIMS 評価整理 R1② ドローン画像解析による車両通行可否判断システム アヴァント株式会社

46 集中豪雨状況等のＳＮＳ等展開技術 大宮国道事務所 OIMS 計画書作成 R1② 集中豪雨状況等のSNS等展開技術（アプリ開発） 株式会社コードダイナミクス

47 集中豪雨状況等のＳＮＳ等展開技術 大宮国道事務所 OIMS 計画書作成 R1② 各種防災IoTシステム 株式会社タブレイン

48 水門、樋管等の構造物ひび割れ調査技術 甲府河川国道事務所 OIMS 試行中止 R1② 簡易型水門・樋門欠陥検査システム 株式会社バイオネット研究所

49 機械設備の状態監視データ取得技術 関東技術事務所 OIMS 計画書作成 R1②
センサーデバイスを用いた機械設備の状態監視データ取得技
術

ナルテック株式会社

50 機械設備の状態監視データ取得技術 関東技術事務所 OIMS 計画書作成 R1② カメラ画像による機械設備の状態監視データ取得技術
ネットワークアディションズ株
式会社

51 機械設備の状態監視データ取得技術 関東技術事務所 OIMS 試行中止 R1②
３次元モーションセンサーを用いた機械設備の状態監視デー
タ取得システム

臼田総合研究所株式会社

52 機械設備の状態監視データ取得技術 関東技術事務所 OIMS 計画書作成 R1②
カメラ撮影＋AI解析を用いた機械設備の状態監視データ取得
技術

東杜シーテック株式会社

53
自動航行ＵＡＶによりダム監査廊の巡視点検の品質向上・
作業の効率化を行いたい

鬼怒川ダム統合管理
事務所

関東地整 計画書作成 R2 監査廊内に於ける巡視点検の作業効率高度化 イソベテック株式会社

54
掘削しないでも地下の根はりの様子がわかるセンサーや画
像解析システム

昭和記念公園事務所 関東地整 試行中 R2
地上・地下インフラ３Dマップ 　多配列地中レーダを活用し

た地下埋設物位置の把握
ジオ・サーチ株式会社

55
CCTVカメラやSIカメラを活用した、自動車交通状況常時観
測

大宮国道事務所 関東地整 計画書作成 R2 既設CCTVを活用したAI画像解析による交通量計測システム 株式会社建設技術研究所

56 堤防の変状を容易に把握する技術
利根川下流河川事務
所

関東地整 試行中 R2 地形状況監視システムを用いた堤防変状把握技術 三菱電機株式会社

57
『カワヒバリガイ』のゲート・バルブ類への付着防止技
術・容易に除去できる技術

利根川下流河川事務
所

OIMS 計画書作成 R2
着底防止フィルター／浮遊幼生トラップ／付着防止フィル
ター

株式会社西海養殖技研

58
コスト縮減、省力化及び安全確保を目指した導水路の点検
技術

霞ヶ浦導水工事事務
所

OIMS 試行中 R2 導水路トンネルの無人調査技術および管理サポートツール 株式会社ウオールナット

59
コスト縮減、省力化及び安全確保を目指した導水路の点検
技術

霞ヶ浦導水工事事務
所

OIMS 計画書作成 R2
自走ロボット（AGV)に３Ｄスキャナを搭載、管路壁面の異常
を計測

株式会社オライオンコーポレー
ション

60
自動航行ＵＡＶによるダム監査廊の巡視点検の品質向上・
作業の効率化

鬼怒川ダム統合管理
事務所

OIMS 計画書作成 R2
自動巡回型ドローンによるダム監査廊巡視点検の品質向上・
作業効率化

株式会社Liberaware

状況現場ニーズ

ニーズ提供者

No.
マッチング

機関
ﾏｯﾁﾝｸﾞ
年度

技術シーズ
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所属 技術名 会社名

61 雑草の成長抑制や効率的な除草を行う技術 東京国道事務所 OIMS 試行中止 R2 泡状熱水Foamstream 小泉製麻株式会社

62 ハイパワーな飛び石防止構造肩掛け式除草機械の開発 大宮国道事務所 OIMS 評価整理 R2
草取名人（ハイパワーな飛び石防止構造肩掛け式除草機械の
開発）

有限会社ユニオン

63
環境に優しい道路用の農薬舗装目地等に生える雑草抑制技
術

高崎河川国道事務所 OIMS 試行継続 R2 泡状熱水Foamstreamと防草資材による複合的管理 小泉製麻株式会社

64 急勾配でも除草できる無人化・遠隔化技術 河川管理課 関東地整 R3
UNIMOWERS（傾斜地でパワフルに使えるオール電動草刈り
機）

株式会社ユニック

65 樋管操作のサポート技術
高崎河川国道事務
所

関東地整 R3 画像処理による樋管操作のサポート技術 坂田電機株式会社

66 樋管操作のサポート技術
高崎河川国道事務
所

関東地整 R3 直接流向を安価・簡易に計測するセンサー 株式会社拓和

67 河川管理用水上ドローンの開発 江戸川河川事務所 関東地整 R3 河川測量点検用無人航行ボート 古河産業株式会社

68
必要なときに任意の箇所に設置でき遠隔操作が可能な道
路情報板

高崎河川国道事務
所

関東地整 R3 特許技術を使用した遠隔操作可能な移動式道路標識 株式会社タテイシ広美社

69
路側街渠エプロン部に堆積した土砂等を簡易に除却する
方法

大宮国道事務所 関東地整 R3 土砂掻き起こし機械（シェイブ）
日本ロード・メンテナンス株式
会社

70
必要なときに任意の箇所に設置でき遠隔操作が可能な道
路情報板

高崎河川国道事務
所

関東地整 R3 遠隔操作簡易情報板LIP安全システム 西尾レントオール株式会社

71
掘削しないでも地下の根張りの様子が分かるセンサーや
画像解析システム

国営昭和記念公園
事務所

関東地整 R3 地中レーダによる根系分布調査 応用地質株式会社

72 CO2吸収コンクリートによるコンクリートブロック
荒川下流河川事務
所

関東地整 R3
カーボンリサイクル・コンクリートを用いた根固めブロッ
ク

大成建設株式会社

73 耐酸化されたコンクリート二次製品
利根川水系砂防事
務所

関東地整 R3 コンクリートに代替する高強度樹脂 株式会社染めQテクノロジィ

74 耐摩耗性コンクリート
利根川水系砂防事
務所

関東地整 R3
耐摩耗性コンクリート及び耐酸化されたコンクリート二次
製品

株式会社染めQテクノロジィ

75 耐摩耗性コンクリート
利根川水系砂防事
務所

関東地整 R3 ＥＳＣＯＮ保護パネル 株式会社エスイー

76
水深が深い箇所における洪水時の流量観測及び河床変動
の計測装置

利根川下流河川事
務所

OIMS R3
準天頂衛星・超音波測深器を用いた洪水流・河床変動観測
システム

マリーンネットワークス株式会
社

77 急勾配でも除草できる無人化・遠隔化技術 河川管理課 OIMS R3
中山間地域の急斜面での除草に向けた遠隔操作型草刈り機
の提案

株式会社石井製作所

78 急勾配でも除草できる無人化・遠隔化技術 河川管理課 OIMS R3
KaruCraw（カルクロウ）
河川堤防除草向けカスタマイズ
人とロボットの共生　協創作業

インダストリーネットワーク株
式会社

79 堤防除草後の刈草について資源化する技術
利根川下流河川事
務所

OIMS R3 アクセルグリーン・ネオ工法 富士見工業株式会社

80 堤防除草後の刈草について資源化する技術
利根川下流河川事
務所

OIMS R3 二酸化炭素の削減が数値化できる刈草の有効活用 有限会社技研産業

81
ＣＣＴＶ映像の画像解析によって凍結路面状況を自動検
出したい

宇都宮国道事務所 OIMS R3 SciCS（サイクス） サイエンスパーク株式会社

82
ＣＣＴＶ映像の画像解析によって凍結路面状況を自動検
出したい

宇都宮国道事務所 OIMS R3 路面状況の解析
株式会社ヒューマンサポートテ
クノロジー

83
ＣＣＴＶ映像の画像解析によって凍結路面状況を自動検
出したい

宇都宮国道事務所 OIMS R3 路面判定AI ナウア株式会社

84
ＣＣＴＶ映像の画像解析によって凍結路面状況を自動検
出したい

宇都宮国道事務所 OIMS R3
HumanSensingの派生技術による画像解析でのブラックアイ
スバーン検出、通知システム構築PoC提案

株式会社Lightblue Technology

85 センサーによる除雪グレーダの衝突防止技術
高崎河川国道事務
所

OIMS R3 除雪グレーダ用衝突防止ネットワークセンサーの試作開発 有限会社メディア２１

状況現場ニーズ

ニーズ提供者

No.
マッチング

機関
ﾏｯﾁﾝｸﾞ
年度

技術シーズ

「現場ニーズと技術シーズのマッチング」現地試行調査・見学会を実施
～技術エキスパート研究会【河川管理部会・機械部会】と合同開催～ 関東地方整備

局
◆実 施 日：2022年６月１日（水） 13:00～16:00

◆場 所：奥戸町防災ステーション[栃木県足利市奥戸町471-3]（渡良瀬川河川事務所管内）

◆内 容：急勾配でも除草できる無人化・遠隔化技術（河川管理課からのニーズ）

◆参加人数：８４人＜河川管理部会９人、機械部会８人、その他部会員４人、本省・他地整６人、その他５７人（うち、新採１７人）＞

◆マスコミ：３社現地への取材あり（日刊建設工業新聞社、日刊建設通信新聞社、日本工業経済新聞社）

◆試行技術：UNIMOWERS（傾斜地でパワフルに使えるオール電動草刈り機） (株)ユニック

中山間地域の急斜面での除草に向けた遠隔操作型草刈機の提案 (株)石井製作所

KaruCraw（カルクロウ）～河川堤防除草向けカスタマイズ人とロボットの共生・協創作業～ ｲﾝﾀﾞｽﾄﾘｰﾈｯﾄﾜｰｸ(株)

◆結果速報：各社による技術説明、実施工見学、機械の操作体験を実施。

見学者から各機械の性能などの質問や意見（要望）が活発にされていた。

技術提供者からは、実際の現場で試行を実施でき、また見学者などから貴重な意見があり、今後の開発に向けて良い機会との声があった。

実施状況

2022.6.7 施工企画課

技エキ機械部会長挨拶 技エキ河川管理部会長挨拶 現場試行参加社

電動モビリティの開発・製造

農機具の創作

農ロボット、Webシステム、アプリの開発

マッチング技術の現場実装へ向けた試行
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■技術比較表を活用し、発注者指定で発注

■複数の事務所で試行を行い、標準化に向けて技術の
改善点の抽出を行う。

■抽出された改善点を基に技術を改良
類似技術の公募を行うに当たり、機能仕様を作成

■現場試行結果を取り纏め、技術比較表を作成・公表

※１標準化推進技術：活用の効果が優れており、国土交通省と共に標準化
を求める技術をいう。
※２普及促進技術：活用の効果が優れており、広く普及促進を図る技術の
ことをいう。

技術の改善、機能仕様の作成

試行結果の公表

従来技術と同等以上 改良が必要

複数事務所での
新技術の試行

ニーズ事務所等での
新技術の活用

標準化推進技術※１ 普及促進技術※２

試行結果の公表

NETIS登録

試行結果評価

改良点について助言

技術比較表の作成

発注者指定（選択肢提示型）で発注

標準化に向けて積算基準の策定

■機能仕様に基づき、類似技術の公募、極力同一現場
条件で現場試行を実施

テーマ設定型技術公募、フィールド提供型
による技術公募の実施、現場試行
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現場ニーズと技術シーズのマッチング 試行結果（表彰技術）
関東地方整備局

現場ニーズ ニーズ事務所 技術シーズ 技術シーズ提供者 現場試行結果 備考

急流で土砂移動の大きい富士川において、高
精度かつ継続的に洪水中の河床高の変動を
計測する技術

甲府河川国道事務所
水位と堆砂量を計測するセン
サー（量水板型水位・堆砂量計）

（株）拓和

【普及促進技術】※２
従来技術に比べて活用の効果は優
れている。また、幅広い特有性を有
しており、将来性が期待できる。

第３回発表
（2021/8/2)

カメラ等の映像により、アオコの発生状況を
把握したい

霞ヶ浦河川事務所
RGB情報を用いた画像解析
ALge (アルジー)

八千代エンジニヤリング
(株)

【普及促進技術】※２
従来技術に比べて活用の効果は優
れている。また、幅広い特有性を有
しており、将来性が期待できる。

第３回発表
（2021/8/2)

交通量調査・旅行速度調査を人ではなく簡易
な方法で調査し、調査員確保の軽減や調査費
用低減を図りたい

高崎河川国道事務所
監視カメラとAI解析による車、
バイク、自転車、歩行者の交通量
調査システム

パナソニックシステムソ
リューションズジャパン（株）

【標準化推進技術】※１
・従来技術と同等以上
・NETIS登録に十分な技術

第２回発表
(2020/3/26)

安価・簡便なＭＭＳデータ取得装置をパトロー
ル車へ搭載し、平常時の河川巡視や現場調査
時に堤防天端の広域的かつ面的な変状の把
握や堤体のモニタリングを行いたい

高崎河川国道事務所
パトロール車に搭載できる
MMS取得装置及び管理システ
ム

（株）パスコ
三菱電機（株）
アイサンテクノロジー（株）

【普及促進技術】※２
・従来技術と同等以上
・NETIS登録に十分な技術

第２回発表
(2020/3/26)

ボーリング結果を弾性波等の技術を用いて、
近傍の地層も正確に把握したい

長野国道事務所

地質調査や埋設物等の調査の簡素化 渡良瀬河川事務所

点検時の計測データを、機械維持管理システ
ムとして自動登録したい

関東技術事務所
点検サポートサービス
InsBuddy（インスバディ）

三菱電機（株）
【標準化推進技術】※１
・従来技術と同等以上
・NETIS登録に十分な技術

第１回発表
(2019/11/19)

夜間工事に伴う長く暗い仮設歩道にて、歩行
者が安心して通行できるよう「人に優しい」装
置がほしい

千葉国道事務所
ＬＥＤ描画ランプを使用した解り
やすい歩行者誘導装置

（株）小糸製作所
【普及促進技術】※２
・従来技術と同等以上
・NETIS登録に十分な技術

第１回発表
(2019/11/19)

※１　標準化推進技術とは、活用の効果が優れており、国土交通省と共に標準化を求める技術

※２　普及促進技術とは、活用の効果が優れており、広く普及促進を図る技術

現場試行結果技術一覧表

地中レーダ探査装置を用いた浅
層地下構造の把握できる技術

（株）パスコ
【普及促進技術】※２
・従来技術と同等以上
・NETIS登録に十分な技術

第２回発表
(2020/3/26)

令和元年度 マッチング評価結果通知書授与式

現場ニーズと技術シーズのマッチング 試行結果（表彰技術）
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関東地方整備局

ニーズ名：点検時の計測データを自動登録出来る技術
ニーズ事務所：関東技術事務所
シーズ名：Insbuddy
シーズ提案社：三菱電機株式会社
試行年度：平成３０年度
試行結果：標準化推進技術

ニーズ名：急流で土砂移動の大きい富士川において、
高精度かつ継続的に洪水中の河床高の変
動を計測する技術

ニーズ事務所：甲府河川国道事務所
シーズ名：推移と堆砂量を計測するセンサー
シーズ提案社：株式会社拓和
試行年度：令和元年度
試行結果：普及促進技術

現場ニーズと技術シーズのマッチング NETIS掲載情報

NETIS公開版 マッチングページ
（https://www.netis.mlit.go.jp/netis/pubmatch/pubmatch）

19

各技術シーズ概要等が確認できます 現場試行結果が確認できます NETIS情報が確認出来ます

マッチング技術の活用によるＤＸ推進

20

機械設備における「点検作業の効率化」及び、「点検結果のデータベース登録の効率化」を目的に、維持
管理データの収集の効率化を行う

目標

取組内容

機械設備点検業務において、点検現場にてタブレット等を活用することで点検結果をその場でデータ化、更
にはそのデータの維持管理データベースへの登録作業も効率化・省力化を図る。

After
点検記録は、点検員が現場にて情報通信端末から
（タブレット等）に入力

Before
これまでは、点検員が現地にて紙にメモした点検記
録を、帰社後パソコンに入力

・現地メモを持ち帰り、デスクワークにて
点検結果を入力
・パソコン入力の際、誤入力が散見
・入力後、点検結果を確認し異常データ
を発見
→機器異常 or 計測ミスの判断に苦慮
・点検結果（PDF）を監督職員へ提出
（情報共有システム利用）
・データベース登録用のデータはCDにて
監督職員へ提出し、職員がデータベース
へ登録

・デスクワークが不要
・転記による誤入力が無くなる
・現地にて過去の点検結果が確認でき、誤入
力に気付くことが可能
・監督職員と点検データの共有が迅速化
・データベースへ自動（または半自動）で登録
され予防保全に資する

統一様式自動生成/登録
現地にて点検記録をメモ

※今後の予定は現時点の想定であり、現場実証等の進捗状況により、変更等が生じる場合があります。

令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度以降

現場試行実施 類似技術も含めた現場試行 原則義務化運用開始

関連データベース
との連携検討

現場試行
システム
改修

要求仕様取りまとめ
同種・類似
技術調査

必要に応じ外部ポータルと
の連係を検討
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○建設現場における生産性向上を図るため、新
技術の活用を加速化させ、より有用な技術を
生み出すことが必要

●今般のマッチングにおいて大学が取り組んで
いる先鋭的な研究と連携。

●新技術の開発に資する、大学等の萌芽的研
究に対する支援を実施（※）

新技術の開発・研究に対する大学支援

※大学連携

「シーズ提案者」（大学）

大学から研究シーズを提案し、発注者ニーズ側から
共同研究を呼びかける。

国交省地方整備局事務所
（道路、河川、港湾、空港など）
国交省地方整備局事務所
（道路、河川、港湾、空港など）

地方自治体
（都、県、政令市）
地方自治体
（都、県、政令市）

高速道路会社・鉄道会社
（NEXCO東日本、NEXCO中日本、
首都高速道路株式会社、JRなど）

高速道路会社・鉄道会社
（NEXCO東日本、NEXCO中日本、
首都高速道路株式会社、JRなど）

マッチング

共同研究テーマ

■シーズ先行型マッチング

地方整備局等のフィールドを活用した実証実験等

1. ○○
2. ○○
3. ○○

選定

審査

・
・
・
・

【10テーマ程度】

■

大学、産業界、研究機
関等の有識者の委員及
び関東地方整備局で構
成

【委 員】

関東地方整備局

新技術評価会議で審議※、採択決定

シーズ公募開始・提案書提出

マッチングイベント実施

・シーズ先行型
・建設現場に実装を見据えたシーズを対象

・順位の上位者から採択

提案書の審査による順位付け※

・シーズ側より研究概要発表
・個別面談

可
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新技術の開発・研究に対する大学支援

否 不採択マッチング可否の決定

提案書審査項目・要領

審査基準 創造性：40％ 実現性：40％ 研究体制：20％

創造性：①発想や目標とする成果、研究方法にこれまでにな
い新規性があるか。
②さらに新たな政策研究への展開を開けるなど先導
性があるか。

実現性：①建設行政ニーズに適合しているか（研究に社会的
意義があるか）。

②コストパフォーマンスを含め実効性のある成果が望
めるか。

研究体制：①研究目標を達成するために適正かつ研究規模に
応じた実施体制（人員役割・責任分担、設備、スケ
ジュール、連携先等）となっているか。

②研究経費の内容（外注がある場合はその必要性、
範囲等を含め）は適切か。

関東地方整備局
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R2年度技術テーマ

応募技術（シーズ）は、下記の取組１～３に示すいずれかに関するもので募集。
テーマ1で5技術、テーマ3で3技術の応募があり、全技術マッチングの結果、採択。
テーマ2については応募無し

取組１ ：社会インフラの維持管理の高度化
研究例：老朽化が問題視されている社会インフラストック（道路及び河川施設）において、

安心・安全を確保しつつ、合理的な維持管理に寄与する新たな技術（画像処理
技術、センサ技術、維持管理ＤＢ等）を活用した点検手法や的確な健全度評価、
劣化診断・予測技術等の維持管理の高度化に関する研究

取組２ ：ビッグデータを活用した社会インフラの計画策定
研究例：Society5.0（ＡＩ、ＩｏＴ、ロボティクス）が目指す超スマート社会の実現のための国

土交通行政における社会インフラの整備及び管理の計画策定に関する研究

取組３ ：施工管理の合理化・省力化
研究例：デジタルツイン技術や最先端ワイヤレスネットワーク技術（５Ｇ，PrivateLTE技術

等）を活用し、遠隔や山間部の建設現場においても生産性向上に資する施工管
理の合理化・省力化技術に関する

新技術の開発・研究に対する大学支援（令和2年度）
関東地方整備局
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新技術の開発・研究に対する大学支援 (令和2年度）
大学等の研究機関とのマッチング 選定技術一覧表

概  要

東京大学大学院
工学系研究科
長山智則 准教授

LPWAによる高密度センサデータの
超遠距離取得とデータプラット
フォーム連携に関する技術研究開発

LPWA高密度センサ網を用いて、電源確保や通信の問題からこれまでは収集が困難とされてきた社会基盤の各種
データを超遠距離から大量取得し、 i-Construction における国土交通データプラットフォームにデータを供給
し、維持管理、将来の計画策定、施工管理の高度化を実現する。

インフラデータプラットフォーム及
び 3次元モデルを活用した道路管理
システムの開発

本研究は、インフラデータプラットフォーム及び3次元モデルを活用し、道路管理者の意思決定を支援するシステ
ムを開発し、もって社会インフラの維持管理の高度化に必要なデータマネジメントに資することを目的とするも
のである。

筑波大学
システム情報系
亀田敏弘 准教授

建設現場のデジタルトランスフォーメーションを目指し、準天頂衛星システムに準拠した独自開発のGPS-LoRa
センサ・LoRa-LTE ルータ等のノンセルラーLPWA 機器を配置した上で、高セキュアなセルラーLPWA（LTE-
M）とクラウド連携した新たなネットワーク基盤の構築技術を開発する。

人材不足対応・業務の効率化を念頭に置いたICT土木の推進に資するために、本研究では、特に締固め土工に注目
して、デジタルカメラ等による締固め地盤部の表面画像と加速度センサーICタグ計測による締固め中～完了後の
加速度応答をリアルタイムに測定して得られるデジタル情報から、土工における締固め状況を簡易評価する方法
の開発を行う。

近年は写真撮影とAI 技術等を利用して舗装のひび割れを自動検知する事例が見られるが、事務所・出張所職員の
車両内に設置したドライブレコーダ等の汎用品によりひび割れ率を正確に算出することは難しい。動画像処理技
術を活用してひび割れ率を正確に算出する。

本研究では、光切断法を用いてトンネル断面の3 次元形状を計測する技術を新規に提案する。広い視野を有する
広視野カメラと広範囲にレーザ光を照射可能なリングレーザを用いることにより簡便かつ高速に密な3 次元計測
を実現する技術・システムの構築を目指す。

本研究では導水路トンネルの適切な維持管理を実現するため、(1) AI を活用した非構造化データからの情報抽
出、(2) メタデータ付与手法の開発、(3) データ可視化手法の開発という3 点の研究項目の実現により、導水路ト
ンネルを対象としたデータ連携・結合手法を提案することを目的とする。

先端的計測・画像処理技術により取得したモニタリングデータに基づき橋梁健全性を定量的に評価できる精緻な
手法とモニタリングデータも含めた点群データに基づき橋梁健全性を定量的に評価できる簡易な手法を開発す
る。

早稲田大学理工学術院
創造理工学部 社会環境工学科
佐藤靖彦 教授

取組３：
施工管理の
合理化・省力化

応募者技術テーマ

早稲田大学理工学術院
創造理工学部 社会環境工学科
小峯秀雄 教授

研究開発テーマ

準天頂衛星システムを利用した建設
現場のDX に関する技術研究開発

東京大学大学院
情報学環
中尾彰宏 教授

東京大学大学院
工学系研究科
小澤一雅 教授

ICT土木技術に適用できる画像解析や
加速度応答による締固め土工に関す
る簡略化についての技術研究開発

取組１：
社会インフラの
維持管理の高度化

車両内設置カメラを利用した準リア
ルタイム広域路面ひび割れ率評価技
術の開発

東京大学大学院
工学系研究科
山下淳 准教授

光切断法を用いたトンネル3 次元計
測についての技術研究開発

東京大学大学院
工学系研究科
全邦釘 特任准教授

モニタリング・点群データを活用し
た橋梁健全性の定量評価に関する技
術研究開発

導水路トンネル維持管理のためのAI
を活用したデータ連携・結合手法に
ついての技術研究開発

別 紙
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関東地方整備局
新技術の開発・研究に対する大学支援（令和２年度）

25

研究事例
研究者名：東京大学大学院工学系研究院

山下 淳 准教授
研究ﾃｰﾏ：光切断法を用いたトンネル3次元計測に

ついての技術研究開発
研究期間：令和２年度～４年度（３カ年）

関東地方整備局
新技術の開発・研究に対する大学支援（令和3年度）

◆技術テーマ（１）
○テーマ名：インフラサービスにおける省エネ推進・CO2削減に寄与する研究
○研究例 ：
・グリーン社会の実現に向けて、インフラサービスにおける環境負荷低減にかかる技術研究
・道路インフラの省エネ化等のため、新たな道路照明技術の開発研究
・道路・河川管理に必要な電力の再生エネルギー導入の研究
・気候変動リスクの高まりを踏まえ、インフラサービスにおけるCo2削減に寄与する研究

道路を活用した発電技術の研究

○ 道路インフラの電源として道路を活用した
発電設備（太陽光、振動等）の技術研究

アスファルト面を利用した太陽光、振動発電

既存ダムの総合的エネルギー利用研究

○ 発電目的ダム以外の既存ダムの放流、貯
水容量を利用した発電設備設置に関する研
究

既存ダムの貯水容量を有効活用した発電設備

26

関東地方整備局

27

技術テーマ２
テーマ名：DX推進による、道路・河川のインフラサービスの高度化・

生産性向上に関する研究
研究例 ：各種計測データ、画像データ類の利活用による国民の安全安心を実現する

道路・河川インフラデータの提供手法の検討
点検データや画像データ等の利活用により、損傷・異常発生箇所や変状の予測、
早期発見、早期処理が可能となる手法の検討。

新技術の開発・研究に対する大学支援
関東地方整備局

研究開発テーマ 応募者(研究代表者) 研究の概要 研究期間

生コンの廃棄物等を資源として革新的に活

用する方法についての技術研究開発

横浜国立大学 大学院
都市イノベーション研究院

細田 暁 教授

戻りコンクリート（戻りコン）を貴重な資源と捉え、アジテー

タ車等の排ガス中のCO2を活用してスラッジからコンクリート用

混和材を生産する技術と戻りコンから新しい造粒ポーラスコンク

リート舗装を製造する技術を開発する。

令和３年度～５年度

（３年間)

・技術テーマ（２） ＤＸ推進による、道路・河川のインフラサービスの高度化・生産性向上に関する研究

研究開発テーマ 応募者(研究代表者) 研究の概要 研究期間

偏光画像処理に基づく「見えにくい」路

面性状認識についての技術研究開発

東京電機大学 未来科学部
ロボット・メカトロニクス学科

中村 明生 教授

路面の表面性状、すなわち性質・材質及び状態のうち、水たま

り、濡れ、凍結等の「見えない」「見にくい」湿潤状態の認識に

関して従来の画像処理手法と深層学習利用手法を提案・比較し、

実地検証を行う。

画像処理対象としては、偏光画像及び通常画像の両者とし、長

所・短所を明確化して提案手法の実利用への展開を目指す。

令和３年度～５年度

（３年間)

河川監視カメラを用いた拡張現実につい

ての技術研究開発

東京都立大学 都市環境学部
都市基盤環境学科

今村 能之 教授

Lidar搭載ドローンによる３次元河道計測データおよびAIを用

いた河川監視カメラの画像解析による河川水面の抽出技術を組み

合わせ、AR（拡張現実）型河川水位情報をリアルタイムで発信す

ることが可能となる技術開発を行う。

令和３年度～５年度

（３年間)

・技術テーマ（１） インフラサービスにおける省エネ推進・ＣＯ２削減に寄与する研究

ほそだ あきら

なかむら あきお

いまむら よしゆき

新技術の開発・研究に対する大学支援（令和3年度）
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関東地方整備局
新技術の開発・研究に対する大学支援（令和３年度）

29

関東地方整備局

募集する技術（シーズ）は、下記のテーマに関するものを対象する。

技術テーマ１
テーマ名：インフラ分野の脱炭素化に寄与する技術研究
研究例 ：再生可能エネルギーの効率的な利活用に関する開発研究

次世代モビリティの普及に資するインフラ整備に関する開発研究

新技術の開発・研究に対する大学支援（令和４年度）

30

○ 発電目的ダム以外の既存ダムの放流、貯水容量を
利用した発電設備設置に関する研究

既存ダムの貯水容量を有効活用した発電設備

○ 道路からの無線給電システム構築に関する技術研究

○ インフラ分野における省CO₂等
に資する材料等の技術開発研究

募集期間：令和4年5月18日(水)から令和4年6月17日(金)

関東地方整備局

31

技術テーマ２
テーマ名：DX推進による建設現場の生産性向上に寄与する技術研究
研究例 ：ＩＣＴやＡＩ等を活用した効率的なメンテナンス手法の開発研究。

作業員の身体負荷の軽減や視覚・判断の補助により生産性向上を図る技術。
建設現場を遠隔・非接触の働き方へ転換する自動化・自律化技術。

新技術の開発・研究に対する大学支援（令和４年度）
関東地方整備局

32

建設技術展（Ｃ－ＸＲＯＳＳ２０２２）のご案内
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関東地方整備局

33

おわりに（私見ですが・・・）

マッチングは現場ニーズに応募いただいたシーズ技術を試行するもの

言わば技術のサルベージ

技術開発はほぼ民間に依存している

山積している現場の課題を解決するためには、民間の技術開発を後押しす

る必要がある

技術が活用されるフィールドと発注者の声は高度な技術や知識を有してい

る民間の開発者でも用意できない

発注者の声とはニーズであり技術の評価です

マッチングは活用のフィールドと発注者の声を開発者に提供すること

これにより技術開発を後押しするもの

マッチングは両者の明るい未来を作る投資のような意味合いもある

ご静聴ありがとうございました


